
　

経
団
連
は
１
月
19
日
、
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
、
雇
用
・
労
働

分
野
に
お
け
る
経
団
連
の
考
え
を
示
し
た
「
２
０
２

１
年
版
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告（
経
労
委

報
告
）」
を
公
表
し
た
。

　

２
０
２
１
年
版
報
告
は
、
副
題
を
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
高
め
て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を
乗
り
越
え
、

Society 5.0

の
実
現
を
目
指
す
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、

20
年
版
報
告
に
引
き
続
き
、
働
き
手
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
向
上
の
重
要
性
を
強
調
し
た
う
え
で
、
そ
れ

が
現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
カ
ギ
と

な
り
、Society 5.0

の
実
現
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
の
思
い
を
込
め
て
い
る
。

　

図
表
は
、
報
告
書
が
目
指
す
経
済
社
会
の
イ
メ
ー

ジ
図
で
あ
る
。
飛
躍
的
な
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し

て
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
と
価
値
協
創
型
Ｄ

Ｘ
の
推
進
を
図
り
、
増
大
し
た
付
加
価
値
に
つ
い
て

は
社
員
に
適
切
に
還
元
を
図
る
こ
と
で
、「
社
内
の

好
循
環
」
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
社
会
課
題
の
解
決
や
価
値
創
造
に
も
寄
与
し
、

「Society 5.0 for SD
Gs

」
の
実
現
に
繋
が
っ
て
い

く
姿
を
表
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
２
０
２
１
年
版
経
労
委
報
告
の
主
な

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
企

業
の
経
営
環
境
は
激
変
す
る
と
と
も
に
、
社
会
も
大

き
く
変
化
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
経
済
界
は
引
き
続

き
、
事
業
継
続
と
雇
用
維
持
に
最
大
限
努
力
し
て
い

く
。第

１
章 
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」時
代�

に
お
け
る
人
事
労
務
改
革
の
重
要
性�

～「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」を
見
据
え
て
～

　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
最
大
化
に
注
力
す
る
「
働
き
方

改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
を
加
速
し
て
労
働
生
産
性
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
現
場
業
務
に
従
事
す
る

働
き
手
も
含
め
、「
働
き
が
い
」
と
「
働
き
や
す
さ
」

の
双
方
を
実
感
出
来
る
職
場
づ
く
り
な
ど
、
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
人
事
労
務
改
革

が
重
要
で
あ
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
新
し
い
働
き
方
の
重
要
な
選
択
肢

の
１
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
推
進
自
体
を
目
的
化
し
て

は
な
ら
な
い
。
生
産
性
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
出

社
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
多

様
化
・
最
適
化
な
ど
も
課
題
で
あ
る
。
労
働
時
間
法

制
に
つ
い
て
は
、
健
康
確
保
を
大
前
提
に
、
裁
量
労

働
制
の
対
象
拡
大
や
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に

資
す
る
働
き
方
を
支
え
る
新
し
い
法
制
を
議
論
す
べ

き
で
あ
る
。

　

雇
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
自
社
の
事
業
戦
略

や
企
業
風
土
に
照
ら
し
て
、
組
織
と
し
て
の
生
産
性

を
高
め
る
べ
く
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
な
が
ら
ジ
ョ
ブ
型
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ

た
、「
自
社
型
」
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
あ
っ
て
働
き
手
の
「
学
び

な
お
し
」
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
成
長
分
野
へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
が
重
要
と

な
る
中
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
や
マ
ッ
チ
ン
グ

機
能
の
強
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

２
０
２
１
年
版
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告

─�
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を
乗
り
越
え
、�

Society�5.0

の
実
現
を
目
指
す
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第
２
章

労
働
法
制
の
改
正
動
向
と

諸
課
題
へ
の
対
応

　

改
正
高
齢
法
の
施
行（
₄
月
）に
向
け
、
70
歳
ま
で

の
就
業
確
保
措
置（
努
力
義
務
）に
つ
い
て
早
期
に
労

る
こ
と
は
、
事
業
継
続
と
雇
用
維
持
に
努
め
る
多
く

の
企
業
で
共
感
や
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
。

　

経
営
環
境
が
激
変
す
る
中
、「
賃
金
決
定
の
大
原

則
」
の
堅
持
が
例
年
に
増
し
て
重
要
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
業
績
が
ま
だ
ら
模
様
で
あ
り
、
業
種
横
並
び

や
各
社
一
律
の
賃
金
引
上
げ
は
現
実
的
で
は
な
い
。

自
社
の
実
情
に
応
じ
て
基
本
給
や
諸
手
当
、
賞
与
・

一
時
金
を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
と
人
材
へ
の
投
資
の
観
点

か
ら
、
引
き
続
き
、
総
合
的
な
処
遇
改
善
に
つ
い
て

前
向
き
に
議
論
・
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
社
員
の
「
働
き
が
い
」
と
「
働
き
や
す
さ
」
を

高
め
る
施
策
に
つ
い
て
、
様
々
な
選
択
肢
の
中
か
ら

交
渉
・
協
議
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

企
業
労
使
が
一
体
と
な
っ
て
持
続
的
な
成
長
と
生

産
性
向
上
に
取
り
組
み
、
増
大
し
た
付
加
価
値
を
適

切
に
社
員
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
働
き
手
の
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
、
さ
ら
な
る
付
加
価
値
増
大
に

繋
げ
て
い
く
「
社
内
の
好
循
環
」
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
持
続
的
な
生
産
性
向
上
を
実
現
し
て
い

く
中
で
、
賃
金
引
き
上
げ
の
モ
メ
ン
タ
ム
維
持
が
望

ま
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
迎
え
る
２
０
２
１
年
の
春
季
労

使
交
渉
・
協
議
は
、
企
業
に
お
け
る
成
長
・
収
益
の

拡
大
と
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
を
ど
の
よ

う
に
実
現
し
て
い
く
か
、
日
本
の
労
使
関
係
の
真
価

が
問
わ
れ
る
重
要
な
も
の
と
な
る
。
労
使
双
方
が
相

互
信
頼
の
も
と
、
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

︻
労
働
政
策
本
部
︼

使
で
検
討
を
開
始
し
、
結
論
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
副
業
・
兼
業
に
つ
い
て
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

向
上
に
も
資
す
る
た
め
、
政
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改

定
に
よ
る
さ
ら
な
る
普
及
を
期
待
す
る
。

　

地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
は
、
中
小
・
零

細
企
業
の
生
産
性
向
上
に
対
す
る

支
援
と
近
年
の
大
幅
引
き
上
げ
に

よ
る
効
果
検
証
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、今
後
の
引
き
上
げ
に
あ
た
っ

て
は
中
小
零
細
企
業
の
持
続
的
な
生

産
性
向
上
の
確
認
が
重
要
で
あ
る
。

第
₃
章

２
０
２
１
年
春
季
労
使

交
渉
・
協
議
に
お
け
る

経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
国
内
外
の

経
済
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
中

で
、
そ
の
影
響
は
、
業
種
に
よ
り

大
き
な
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
先
行
き
不
透
明
感
が
一
層
強

ま
っ
て
い
る
。

　

連
合
「
２
０
２
１
春
季
生
活
闘

争
方
針
」
は
、「
雇
用
の
確
保
」

を
大
前
提
に
据
え
る
な
ど
、
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
多
く
の

点
で
経
団
連
と
方
向
性
が
一
致
し

て
い
る
。
一
方
で
、「
２
％
程
度

の
賃
上
げ
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い

図表　「2021年版経労委報告」が目指す全体のイメージ図

Society 5.0   for   SDGs
価値創造課題解決

飛 躍 的 な 生 産 性 向 上

エンゲージメントの向上 価値協創型DXの推進の推進
〈働きがい〉

•企業理念等の共有企業理念等の共有
•自律的・主体的な業務遂行自律的・主体的な業務遂行
•人材育成・自律的な自律的なキャリア形成
など

デジタル技術と
データの活用

多様な主体多様な主体
の提携の提携

〈働きやすさ〉
•場所と時間に捉われない働き方場所と時間に捉われない働き方場所と時間に捉われない働き方場所と時間に捉われない働き方
•Ｄ＆Ｄ＆Ｉ
•安全・安心、健康の確保安全・安心、健康の確保 などなど

〈 労使一体でコロナ禍を克服コロナ禍を克服 〉

事業継続と雇用維持

〉

企業企業

〈

働き手

増大した付加価値を適切に社員に還元

41 2021・3

エンゲージメントを高めてウィズコロナ時代を乗り越え、
Society 5.0の実現を目指す特集
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